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ブタジエン( C4H6 ) は、触媒量のハロゲン化アルキルの存在下に、 THF中で、金属マグネシウムと
反応して、ブタジエンーマグネシウム化合物を生成する。この反応条件を詳しく検討した結果、ブタ
ジエンモノマーおよびブタジエンダイマーとマグネシウムの 1 : 1 化合物を単離することに成功した。
単離したブタジエンーマグネシウム化合物は、殆どが圧倒的に、 primary 構造( 1 、 III) で存在す
るが、尚 y-炭素はマグネシウムと相互作用を有することが、 NMR 及び'IR により示された。更に、
分子量測定の結果から、 Mg( C SH 12 ) は、重合体として存在することがわかった。従って、その構造は、
次の式で表すことができる。 c=c
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Mg( C4H6 ) 及び"Mg( C SH 12 ) は、ブタジエンと反応して、それぞれ、 Mg( C SH 12 ) 及び:'Mg (C 12H 1S ) を
生成する。更に多量のブタジエンを反応させても、 Mg(C4点6勿)のn は 5 以上にはならない。この原因

















三量体の生成により説明できる。各種の金属ハロゲン化物と反応して金属交換反応を行う。 Ca 、 Cd 、
Zu 、 Ae 、 Hg のブタジエンおよびその鎖状二量体の化合物を新しく合成した。
以上、藤田君の研究は有機マグネシウム化合物に残されていた分野に新知見を与えたものであり、
参考論文と併せ、理学博士の学位論文として十分価値あるものと、認められる。
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